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受付 

月日 

受付 

番号 
通告者氏名 質 問 事 項 要 旨 答弁者 

８．19 １ 山口 一生 １．消防団のあり方について 

本町における消防団の役割は、近年激化する自然災害への対

応を含めてますます重要になっている。しかし、少子高齢化と

人口減少による影響で消防団を従来通りの形態で維持し続け

ていくことが困難になってきている。消防団の現状をしっかり

と認識しつつ、今後のあり方を検討していくために問う。 

（１）消防団の団員数は何名か。 

（２）年間のスケジュールはどのようになっているか。 

（３）団員の年齢構成はどのようになっているか。 

（４）直近５年間の火災・風水害への出動状況はどのようにな

っているか。 

（５）消防団運営における課題は何か。また、その対応策はど

のように考えているのか。 

（６）将来にわたり、防災の要としての消防団を維持するため

に必要なことは何か。 

 

町 長 

８．19 

 

２ 待永るい子 １．国スポ・全障スポへ向けた取り組みと今後の展開について 

国スポ・全障スポがいよいよ開催される。大会を目前に控え、

取り組み状況について問う。 

（１）大会に向けた施設整備の内容はどうなっているのか。 

（２）町の一般財源より支出する予定額はいくらか。 

（３）国スポ関係で整備した施設等の今後の利用についてはど

う考えているのか。 

 

町 長 

２． 避難所設定について 

近年は住民の防災意識の高まりによって、以前よりも避難所

を開設する機会が増えた。そこで避難所について問う。 

（１）避難所の種類と数はどのくらいあるのか。 

（２）避難所の過去３年間の利用実績は何人か。 

（３）各地区の公民館利用についてはどのように考えているの

か。 

 

町 長 

３．漁師の館跡地利用について 

前回の一般質問でも伺ったが、町民の皆さんの関心事でもあ

り、最高の跡地利用を目指すために問う。 

（１） どのような方向性で検討されているのか。 

（２） 道の駅たらの利用者の意見等は取り入れないのか。 

（３） 財源についてはどのように考えているのか。 

 

 

町 長 
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８.21 

 

３ 

 

大鋸 美里 

 
１． 子ども食堂について 

子ども食堂の件数が年々増加しており、全国 9000 件を超え

たと言われている。佐賀県内においても子ども食堂を含む子ど

もの居場所開設数が増加している。そこで太良町内にある子ど

も食堂の現状について問う。 

（１）子ども食堂とは何か。 

（２）2023 年 12 月時点で県内102 か所となっている。現在町

内には何か所の子ども食堂があるのか。 

（３）運営及び利用状況はどうなっているのか。 

（４）今後の展望及び課題はあるのか。 

 

町 長 

２．医療従事者をワクチンリスクから守るためには 

2024年８月８日一般社団法人日本看護倫理学会は「新型コロ

ナウイルス感染症予防接種に導入されるレプリコンワクチン

への懸念、自分と周りの人々のために」とした緊急声明を発表

した。医療に従事する人々に対し、医療倫理側面から５つの問

題が記載されている。10月から始まる新型コロナワクチンの定

期接種を前に、最前線で従事する太良病院従事者へのワクチン

リスク管理について問う。 

（１）10月から使用される新型コロナワクチンの薬剤の種類は

何か。またどのような効果があるのか。 

（２）シェディングとは何か。 

（３）ワクチンハラスメント対策はされているのか。 

 

町 長 

８.22 ４ 森田 政則 １．有明海を取り巻く様々な環境問題について 

現在の有明海はかつての宝の海のイメージは無く、魚も貝も

減り、海苔もここ数年は不作続きで町内の漁業者は困っている

現状である。特に今年はビゼンクラゲ漁も早々に終漁し、竹崎

カニも不漁との事である。様々な原因が考えられるが、その中

の一つに水質問題が考えられる。そこで以下について問う。 

（１）太良町の汚水処理人口の普及率はどうなっているのか。 

（２）普及率を上げるために今後の町の取り組みはどうか。 

（３）有明海の水質が今年は悪いと聞くが、水質調査等をして

原因を追究できないか。 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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８.23 ５ 峰  正雄 １．家畜伝染病の現在の防疫対策について 

太良町の基幹産業である農林水産業は担い手不足による農

業人口の減少など様々な問題を抱えている。そのような中で家

畜伝染病の脅威が近隣市町まで迫っており、畜産農家にとって

緊張を強いられる状況が続いている。そこで家畜の防疫につい

て問う。 

（１）和牛、養豚、ブロイラーの町内生産者数と飼養頭羽数は

現在どうなっているのか。 

（２）牛舎、豚舎、鶏舎、建物に対しての防疫対策としてどう

いった指導をされているか。 

（３）昨年は８月に唐津市の養豚場で豚熱、11月に鹿島市で鳥

インフルエンザが発生し、今年に入ると６月に唐津市で、

８月には伊万里市で野生のイノシシの豚熱が発生した。本

町としては、どのような対策を行っているのか。 

（４）太良町で家畜伝染病が発生した場合はどのように対応す

るのか。 

町 長 

 

 

 


